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の 行方不明者がいる場合の遺産分割

Q :父が死亡しました。相続人は子供4人
ですが、次男は3年ほど前に家を出たままそ

の消‘息がわかりません。

このような場合、遺産分割協議はどうした

らよいのでしょうか。

A:財産管理人を設置して、その財産管理
人に遺産分割協議に参加してもらうことにな

ります。

【解説】

いわゆる不在者については、民法上の制度

として、不在者の財産管理の制度と失腺宣告

の制度があります。

失跨宣告は、不在者の生死が7年間明らか

でないとき、利害関係人が家庭裁判所に請求

することによって、失除の宣言を得ることが

でき、その結果、同人は死亡したものとみな

されることになります。ご質問では、行方不

明になってから約3年間ということですので、

失除宣告の申立てをすることはできません。

このような場合には、財産管理人を設置し

て、その財産管理人に遺産分割協議に参加し

てもらう方法をとることになります。家庭裁

判所は、利害関係人又は検察官の請求により、

行方不明者のために財産管理人の選任をして

くれますので、相続人ら利害関係者は、速や

かに家庭裁判所への申立てを行ってください。

どのような人が財産管理人になるかは問題で

すが、一般には申立時に候補者をあげておく

と、家庭裁判所が当事者との関係や不在者の

財産管理にふさわしい人物かどうかの審問を

したうえで、その選任を行います。
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